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ID = β[(VGS − VT )− 1
2
VDS]VDS (2.1)







































CL = (Ln · Wn + Lp · Wp) · Cox + CL0 (2.7)







βn(VGS − VT ) (2.8)
通常、VT = 0.2Vddに設定するため、式 2.9のようになる。
Rmin =
1.25
βn · Vdd (2.9)
以上より、tf は式 2.10のようになる。





































































































































































































2kTγCVDD + kTC(VDD − Vth)
I2N(VDD − Vth)
(5.6)
式 5.6において、Cと IN はチャネル幅W に比例するものである。したがっ





























































































図 6.3から図 6.4は正規化トランジスタサイズが 1.0～1.5のときである。
図 6.3: 電源,熱雑音特性 (W:1/1)
図 6.4: 電源,熱雑音特性 (W:1/1.5)
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図 6.5から図 6.6は正規化トランジスタサイズが 2.0～2.5のときである。
図 6.5: 電源,熱雑音特性 (W:1/2.0)
図 6.6: 電源,熱雑音特性 (W:1/2.5)
25
第 6章 インバータにおける設計理論
図 6.7から図 6.8は正規化トランジスタサイズが 3.0～3.5のときである。
図 6.7: 電源,熱雑音特性 (W:1/3.0)
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